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草津市子ども家庭部幼児課



●待機児童の解消
●子どもの年齢や親の就労
状況に応じた受け皿の確保

●少子化と施設の統合

子ども・子育て支援新制度スタート
（Ｈ２７～）

●すべての子どもに「質の高い
幼児教育」を実施
●職員の処遇改善
●研修の充実とキャリアアップ
●指導方法の改善

「量」の拡充
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基本理念

【健康・体力】
いのちを大切にし、
育む子ども

【学び】
よく考え主体的に
行動する子ども

【豊かな人間性】
人と豊かに
関わる子ども

【地域】
生まれ育った地域に
愛着をもつ子ども

心豊かでたくましく生き、未来をつくる草津の子ども

子どもの人権が尊重され、子どもと大人が
ともに育ちあい、笑顔輝くまち草津

すべての子どもたちが、幼少期から成人するまで、家庭・地域・幼稚園・保育所・学校で多
くの人の愛に育まれながら、未来を担う存在として健やかに成長することを願い、社会全体
で子どもの育ちを応援していきます。
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目指す子どもの姿

「草津っ子」



草津市内の保育所・幼稚園等
（平成３０年４月１日現在） 66施設

公立保育所 ３施設
公立幼稚園 ７施設
公立認定こども園 ３施設
私立保育園 １６施設
私立認定こども園 ５施設
小規模保育施設 １２施設
家庭的保育施設 ５施設
認可外保育施設 ８施設
事業所内保育施設 ７施設
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草津市の保育施設定員と待機児童数の推移

単位：人
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保育士を取り巻く状況

４．９９
有効求人倍率（全国平均 ３．３８）

（「一般職業紹介状況（保育士）（平成３０年１月）」厚生労働省、2018」）

１８／１９
「保育士人材が不足している」と回答した県内自治体数

（「保育人材確保に関する各市町の取組み状況調べ」滋賀県、2018）
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施設は増やせても、人材が
不足している・・・問題

＊開所時間・・・・11時間
＊増える特別支援の対応
＊子育て支援・養育支援対応
＊保育事故を防止するための日常対応
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保育現場の課題

•女性が多い職場であり、結婚退職や妊娠・出産に
伴う休暇の取得で、絶えず欠員状態を抱えている。

• 「11時間保育」（保育標準時間）の増加に伴う、「早延長
保育」対応の人材が不足している。

• 0歳児保育の増加に伴う、「乳幼児突然死症候群」
やアナフィラキシーショック等、リスクを伴う対応の
増加。

•自身の子育てや家庭生活も大事にしたいけれど、
勤務時間が長かったり、持ち帰り等の業務量が多
かったりして保育者が負担感をもちやすい。
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保育の質は確保したい
保育者には保育の専門家としての大きな役
割があり、またその行為こそが、保育者として
の喜びにつながっている。

•質の高い保育提供のために、常に学び続ける保
育者であってほしい。（労働環境の改善と共に働く値打ちを・・）

➡ノンコンタクトタイム（教材研究の時間の確保）

計画的な保育のための研究・実践・研修

「草津市で保育をしたい！」につながるように・・・・
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